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研究成果の概要（和文）：　上越市立総合博物館に寄託されている「榊原家史料」の内の３代、榊原忠次の「浄
晃院様御詠草」、４代、榊原政房の『政房公御詠草』、６代、榊原政邦の『榊葉和歌集』『千流一滴集』を調
査・翻刻・研究。また、榊原家と周辺大名、林家、僧侶、連歌師、俳諧師などとの文芸交流の研究を行った。分
野としては和歌・漢詩・和漢聯句・連歌・俳諧である。
　これによって近世初期大名家の文芸活動が大名の江戸下屋敷を中心として豊かに行われていた様相の一端を明
らかにすることができた。それらの成果は『榊原家の文芸　忠次・政房・政邦』（私家版）として刊行し、一般
に公開した。

研究成果の概要（英文）：  An investigation, a reprint ,studies of literature ,Waka,Rrenga,Kanshi,
Wakanrengu,Haikai- on three generations of the Sakakibara family -3s Tadatsugu Sakakibara,4s 
Masafusa Sakakibara,6s Masakuni Sakakibara in “Sakakibara housue historical records” of Joetsu 
Municipal Museum. Tadatsugu's literary work was “Jokoinsama- Goeiso”,Masafusa's literary work was
 ”Masakuniko-Goeiso ”,Masakuni's iterary work was  ”Sakakiba-Wakashu”and  ”Senryuitteki-shu”. 
Also, a study on literary exchanges between the Sakakibara family and neighboring Daimyo, Prest, 
Hayasi-ke, Renga-shi,haikai-shi etc. This made it possible to clarify a part of literary activities 
of the early modern Daimyo family. We Published results as "Sakakibara family literary Tadatsugu,
Masahusa,Masakuni" (private edition).

研究分野： 中世・近世和歌、連歌

キーワード： 近世文学　和歌　連歌　俳諧

  ３版



１．研究開始当初の背景 
（１）榊原家は文芸愛好の近世大名として知
られている家である。この文芸愛好というこ
とについては、方向が二つある。一は享受の
面、一は創作の面である。享受ということの
具体的な現象としては、書籍蒐集という形で
表れ、創作は創作物として残される。榊原家
はその両者が揃っているということで、典型
的な文芸愛好の姿を示している。さらに、そ
の文芸が一家の内に留まらず、当時の文芸圏
の中での豊かな交流を伴って行われていた
ことも注目すべきことである。これらの点で、
榊原家の文芸を調査、考察することは近世大
名を中心とする文芸のあり方を明らかにす
るのに格好なものと言える。 
 
（２）近世大名家に残された史料は江戸幕府
解体後、その保存母体を失い、多くが散佚し
ていったが、榊原家については、古典文学資
料類は他に流失したものの、藩政史料は高田
藩のあった上越市に、文芸資料中の創作資料
の多くは東京に移住した榊原当家に保存さ
れ残された。ただし、史料管理の困難のため
に、長く、徳川黎明会（歴史文書関係は林政
史研究会、文芸資料は徳川美術館）に寄託さ
れていた。 
 このような経緯の後、平成一六年（二〇〇
四）、この資料群は上越市（旧高田市）に設
立された旧高田藩藩士の子孫による旧高田
藩和親会に移され、「榊原家史料」として上
越市立総合博物館に保管されることになる。
これを機会に『高田藩 榊原家史料目録・研
究』が平成二一年（二〇〇九）三月に刊行さ
れ、「榊原家史料」の基礎データが整うこと
になった。 
 われわれの研究はこのような経緯の中で、
主として文芸創作資料のさらなる研究の深
化のために計画されたものである。 

 
２．研究の目的 
（１）近世大名の中でも文芸愛好者として知
られていた榊原家の文芸の総合的把握を目
的とした。文芸のあり方は大きく享受面と創
作面の二つに分けられるが、享受面として重
要な古典蒐集のことについては、その多くが
散佚し、榊原当家および高田藩のあった上越
市に残されていないこともあり、われわれの
研究は創作面を主とすることとした。 
 榊原歴代の中で特に重要であるのは、三代、
忠次、四代、政房、六代、政邦（勝乗）であ
り、これらの当主には私家集も残されている。
また、忠次を中心とした文芸の実際を示す詠
草も保管されている。これらの調査、翻刻、
研究をすることにより、その実態を明らかに
することを目的の第一とした。 
 
（２）近世大名家の文芸創作活動はそれぞれ
の領地で、藩の関係者だけで行われていたも

のではない。参勤交代のあったことも鑑みれ
ば、藩主はその生涯の半分を江戸で過ごして
いたのであり、榊原家で言えば、忠次は江戸
幕府の最重要な幕僚としてほぼ江戸に常住
していた。そうであれば、近世大名の文芸活
動は大半が江戸でのものということになる。
江戸には榊原家と同様の理由で他の大名も
いた。そこでの同僚としての交友も深かった
と思われる。また、林家を中心とする漢学者
や文芸愛好の僧侶、さらには柳営連歌師など
も集住していた。 
 つまり、近世大名の文芸を探究することは
江戸での上級階層の文芸のあり方を明らか
にすることに通ずる。これが本研究を「近世
大名の」「総合的」と名づけた理由である。 
 
３．研究の方法 
（１）榊原家の文芸の総体を把握するために、
その資料を保管している上越市総合博物館、
上越市立高田図書館、榊神社に赴き、それぞ
れの管理の実務の当たっている学芸員およ
び榊神社の支援団体である旧高田藩和親会
の幹事の方々の案内を得て、調査した。 
その過程で、高田図書館には主として藩政

史料、その中でも大部の「藩政日記」が保管
されているもののそのほとんどが虫損など
で、現段階では調査に堪えないことが判明。
榊神社にはあるのは調度類が主であること
も分かった。その結果、文芸資料がもっとも
よく保管されている上越市立総合博物館の
調査を主とすることにした。 
 
（２）上越市立総合博物館の資料は「榊原家
史料」と名づけられて、『高田藩 榊原家史
料目録・研究』としてその総体の目録が作ら
れている。これは充実した内容であるものの
歴史研究者の手によるもので、文芸資料につ
いては誤りもあり、目録という性格から詳し
い内容の記述もない。そこで、これらの中か
ら、文芸に関係する資料を洗い出し、ほぼす
べてを点検することから始めた。その際に重
要なものの書誌調査、写真撮影も行った。 
 
（３）上越市立総合博物館保管の資料中で、
特に重要だと思われる。「浄晃院様御詠草」
『一掬集』『政房公御詠草』『榊葉和歌集』
『千流一滴集』『嶺松院様集』を中心に再度、
調査、写真撮影を行い、そのすべてを翻刻を
目指した。 
 
（４）上記の調査、翻刻を踏まえて、その内
容、また、忠次、政房、政邦の文芸のあり方
を研究、近世大名の典型的な一例として、翻
刻とともに公表することとした。 
 
４．研究成果 
（１）「浄晃院様御詠草」『一掬集』『政房
公御詠草』『榊葉和歌集』『千流一滴集』『嶺
松院様集』の調査、翻刻、研究。 



 「浄晃院様御詠草」は巻紙状、短冊を束ね
たものを一括して箱に収め、名づけられたも
のである。この名称は、忠次の法号「浄晃院
天誉長山」によるが、忠次関係のものだけで
なく、政房、政邦のものも含まれ、また、か
れらと同座した家臣また林家、連歌師の作品
も記録されている。ほとんどが和歌会、詩歌
会、連歌会での詠草類ということであり、こ
れにより榊原家と他家との交流関係もある
程度判明する。かれらの創作活動の生きた資
料して重要である。 
 『一掬集』四冊は「浄晃院様御詠草」の箱
に収められている忠次の私家集。詞書により
交流関係などが判明する。この内の第四冊目
は「半歌集」と名づけられた連歌発句集であ
る。日次家集でこの点でも忠次の創作活動を
明らかにできる。 
 『政房公御詠草』上下は政房の私家集。こ
れにも詞書が多く、その創作の実態が判明す
る。中でも参勤交代による当時の領地姫路か
ら江戸への道中の詠草など紀行としての面
もあり、大名の参勤交代の実態の一面を見せ
ている。当時の歌道家であった公家の点の付
されたものものあり、これも大名家の文芸の
あり方の一面として貴重である。日次家集で
この点でも創作活動解明のために重要。 
 『榊葉和歌集』一冊は政邦の私家集。部立
されたもので、元禄一五年（一七〇二）の成
立、政邦の村上藩主時代、二七歳の時のもの
である。 
 『千流一滴集』二一冊は政邦の私家集。最
晩年まで生涯にわたる詠歌を蒐集したもの
である。ただし、『榊葉和歌集』所収歌はほ
とんど収録されていない。 
ほぼ、年代ごとに冊が分けられているが、

幾分乱れているものもあり、この成立が時々
に、幾分過去のものであっても手許にあった
詠歌を集めたものであったらしいことを推
測させる。膨大なもので政邦の詠歌活動の活
発さを感じさせるのに十分なもので、詞書も
含め、今後時間をかけて研究をする必要のあ
るものと言える。 
 『嶺松院様集』は仮称。政房の女による五
十首和歌。四季・恋・雑に分け、歌題に分類
したものである。大名家の文芸が女性にも及
んでいたことを示し、貴重である。 
 
（２）近世大名家の文芸資料の伝来の研究。 
江戸幕府解体後、全国の大名家はその資料の
保管維持に苦心したことは、推測にかたくな
いが、榊原家におていも同様な困難に直面し
た。調度類についてはここでの言及を避け、
文芸資料に関してだけ述べれば、その資料は
大きく古典籍と創作資料に分けることがで
きるが、古典籍はそのほとんどが家から流失
したと考えられる。現在、榊原家（上越市立
総合博物館保管）のもので重要なものは「榊
原家本私家集」として残されているものくら
いである。流出先として特筆すべきは大倉精
神文化研究所で、ここには文書類を含め、四

千冊にのぼる榊原家旧蔵本があるとされて
いる。 
 したがって、現在上越市立総合博物館に保
管されている文芸資料はそのほとんどが創
作資料といってよい。一般市価として値がつ
かなかったという面もあろうが、当家にとっ
て、最後まで残しておきたかったのは先祖の
手になるこのようなものであったというこ
ともできよう。結果として、これらは近世大
名家の文芸創作活動の実態解明に貴重な資
料となったことは僥倖と言える。 
 榊原家の史料類の維持に関しては、先代当
主夫人の榊原喜佐子による『殿様と私』に詳
しく、その苦心談は多くの大名家の子孫たち
の思いを代弁している。また、藩政日記など
の文書類も含めて、藩の史料の変遷は『高田
藩 榊原家史料目録・研究』の「解題」に詳
しく論述され、これも近世大名家の史料の明
治以降現在に至る伝来の一例を示しており
貴重である。 
 
（３）榊原家の文芸創作活動に関する先行研
究の実態の調査。ここまで記してきたように、
榊原家の文芸資料は昭和のはじめまでは東
京の榊原当家に、昭和の大半はトランクルー
ムに、一時、当家に戻されたがその後は徳川
黎明会に、と転々とし、また榊原家の個人宅
にあったがために、十全な調査がしにくかっ
たと言える。 
もっともそうであっても、まったくその存

在が知られていなかったわけではない。早く
には大名家の文芸研究に大きな功績を残し
た福井久蔵の紹介があり、また、『和歌文学
大辞典』（古典ライブラリー）などでも忠次・
政房・政邦の項目が立てられてその簡単な紹
介はなされていた。 
 その内でも竹下喜久男「好文大名榊原家忠
次の交友」（「鷹陵史学」１

７・１９９１年、
『近世の学びと遊び』思文閣出版・２００４
年所収）は文芸交流の面からのものであるが、
榊原家の創作活動の実態解明の先鞭をつけ
たものと言える。 
 しかし、これまでは資料調査の限界もあっ
て、不足の面も多かったといえる。この点か
らも榊原家の現存資料のほとんどが上越市
に集められたことは、研究の本格化にはずみ
をつけたものと言える。 
 
（４）榊原家忠次と政房の文芸交流の実態。
「浄晃院様御詠草」および両者の私家集に付
せられた詞書によって、かれらの文芸交流が
明らかになる。その名を挙げると次のようで
ある。 
 
①大名（含上級武家） 

靑山幸成（大蔵少輔、遠州掛川藩主・摂津
尼崎藩主）・安藤重貞（重博、対馬守、上
野高崎藩主・備中松山藩主）・池田綱政（松
平、伊予守、備前岡山藩主）・石川忠総（主
殿頭、豊後日田藩主・下総佐倉藩主・近江



膳所藩主）・石川昌勝（憲之、忠総孫、主
殿頭、伊勢亀山藩主・山城淀藩主）・井上
正利（寺社奉行、河内守、遠江横須賀藩主・
常陸笠間藩主）・紀一輝（堀田、御留守役、
河内守）・榊原照清（東照大権現社神主、
久能奉行、越中守、榊原康政兄の清政次
男）・諏訪忠晴（因幡守、信濃高島藩主）・
内藤義概（藤原、風虎、左京大夫、磐城平
藩主）・中川久恒（因幡守、豊後岡藩主）・
中山信治（常陸水戸藩家老、備前守、常陸
松岡藩主）・中山信久（勘定奉行）・細行
孝（丹後守、肥後宇土藩主）・松平好房（松
平忠房男）・松平忠国（丹波篠山藩主・播
磨明石藩主・丹波福知山藩主・肥前島原藩
主）・松平忠房（深溝、主殿頭、三河吉田
藩主・三河刈谷藩主・丹波福知山藩主・肥
前島原藩主）・水谷勝能（勝就、備中松山
藩主弟）・水戸光圀（徳川、常陸水戸藩主）・
脇坂安元（八雲軒、淡路守、伊予大洲藩主・
信濃飯田藩主） 

②儒者・医師 
荒川長好・伊庭春貞・小野（人見）友元・
小野卜幽・狛高庸・坂井伯元・小島道慶・
生野松寿・林鵞峰・林読耕斎・林梅洞・林
羅山・人見（奈須）元格 

③画家 
山本泰順（友我息）・山本友我 

④僧・神官 
金剛院玄性（友我息）・立英（興山寺五世、
雲堂法印）・立詮（興山寺四世）・胤海（寛
永寺凌雲院）・玉舟（宗璠、大徳寺）・元
良（最嶽、南禅寺、金地院）・喜見院（江
戸湯島天神別当）・渡瀬久世（北野天満宮
目代） 

⑤連歌師・俳諧師 
斎藤徳元・里村（南）昌琢・里村（北）玄
祥・里村（北）玄仲・里村（北）仍春・瀬
川時春（昌佐息）・瀬川昌佐・西山宗因 
 

 榊原忠次・政房とこれらの人々との関係の
構築の理由には、第一には同じ文芸愛好の嗜
好を持っていた者同士が引き合うというこ
とであったとすることができるであろうし、
また、領地が隣接していた、参勤交代などで
の通過地であったなど、領地の位置関係、さ
らには姻戚関係、役職での関わりなども重要
であったに違いない。ただ、交流の緊密さを
考えると、単に愛好者同士、姻戚関係だけに
よって、このような関係が築けたとは思われ
ない。物理的な要因、つまり、近在に住んで
いたということも重要な要因になったに違
いない。考慮すべきは各大名の江戸屋敷での
交流で、この見方は近世文芸のあり方の解明
に重要な視点を与えてくれると思われるの
である。 
 大名ではないが、特に重要であったのは林
家で、その林家は当時の文芸・学問愛好大名
を取り持つ役割を果たした。地域的な面でい
うと林家の別邸であり国史館のあった不忍
池の畔が当時の上級階層の文芸の中心地を

なしたと言えるのである。不忍池の対岸にあ
った榊原家は勿論、その他の大名家の屋敷と
の近隣関係は近世初期の上層階級の文芸の
活発さを保証したものと言える。 
 
（５）政邦の和歌の特徴。政邦には『千流一
滴集』という生涯に渡っての和歌を集めた膨
大な家集がある。この家集にも詞書が多く付
されており、忠次・政房の後の時代の大名家
の文芸交流の実態を知らしめてくれる。その
和歌には近世歌人としての特徴が見えるが、
領地であった村上（越後）関係の和歌が散見
されることも注目すべきである。また、忠次
や政房の領地であり、榊原家にとって忘れる
ことのできない姫路の地を思う和歌も残さ
れており、このような父祖伝来の本領地とも
言える土地への思いの吐露は近世大名の精
神をかいま見せてくれるものであろう。 
 政邦が村上藩主であった時代は『奥の細道』
で芭蕉が村上を通過した時と重なる。当時、
政邦は在京中であったが、家臣の中には芭蕉
と関わりを持った者もいた。この点も政邦の
文芸を考察する上で忘れてはならないこと
である。 
 
（６）榊原家史料中の和漢聯句について。榊
原家の文芸資料には和歌だけでなく、連歌・
俳諧・和漢聯句なども含まれており、広範な
創作活動が行われた様相が分かる。 
 現存する和漢聯句は１０巻で、９巻は未発
表である。この内、福知山藩主の松平忠房の
主催した和漢聯句を見てみると、忠房および
その一族が一順した後に、忠次らが後を付け
て完成している。その連衆は、忠次以外、政
房、林家一族、その門下、連歌師である。こ
の作品は現在、松平文庫にもあり、両者には
異同も散見する。この相違で注目すべきは松
平家本での作者名の表記で、中でも忠次を
「素浩」、政房を「弄吟」として雅号として
いることは注目に値する。これは松平家本が
清書懐紙で、この作品が松平忠房家のために
興行されたことを示しているのであろう。 
 
（７）西山宗因の連歌、俳諧について。榊原
家には連歌、俳諧の作品も残されている。そ
の内で文学史上重要なものは宗因の関わる
連歌、俳諧であろう。宗因が忠次時代に姫路
まで赴いて、そこで忠次らと連歌を巻いた。
この事実は宗因の事跡の確認として重要で
ある。また、両者の関係の深さを示すものと
して、宗因発句の「歳旦書付」二点（連歌一
点、俳諧一点）が現存する。これの二点は宗
因真跡を思われ、これらが榊原家に残されて
いることは近世文芸および歳旦という形態
の意味の再考に貴重な資料となっている。 
 さらに榊原家にはもう一点連歌歳旦が残
されており、これは里村家関係のものである
が、これも宗因の真跡と思われる。三点すべ
て寛文二年のものと考えられるが、宗因がみ
ずからが発句を詠んだ歳旦、しかも連歌と俳



諧の両形態のもの、さらに自分の加わらない
里村家の歳旦をわざわざ書写して、大坂から
姫路の榊原家へ贈ったという事柄は、近世初
期の歳旦という文芸のあり方、恐らくは、文
芸愛好者への新年の挨拶として歳旦という
ものがふさわしいものであったことが、すで
に寛文期には共通の理解であったことを示
すのであろう。 
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